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行楽の秋行楽の秋

新町組2号車屋台興行新町組2号車屋台興行 い組2号車屋台興行い組2号車屋台興行

い組1号車屋台興行い組1号車屋台興行 新町組1号車屋台興行新町組1号車屋台興行

新町組お囃子披露新町組お囃子披露近津秋祭り大抽選会近津秋祭り大抽選会

近津秋祭りお囃子披露近津秋祭りお囃子披露
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収穫の秋収穫の秋

運動の秋運動の秋

社川小学校稲刈り社川小学校稲刈り

近津幼稚園サツマイモ掘り近津幼稚園サツマイモ掘り棚倉幼稚園サツマイモ掘り棚倉幼稚園サツマイモ掘り

社川幼稚園運動会社川幼稚園運動会

近津幼稚園運動会近津幼稚園運動会棚倉幼稚園運動会棚倉幼稚園運動会

棚倉小学校稲刈り棚倉小学校稲刈り
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歳 入 合 計
84億9,631万4千円

歳 出 合 計
84億9,631万4千円

36億4,322万6千円 33億4,615万3千円

一 般 会 計 財
政
状
況

財
政
状
況
をを

公
表
公
表
し
ま
す

し
ま
す

　   令和７年度の上半期における予算の状況 　　　　　
　当初予算80億6,800万円に4億2,831万4千円の増額補
正を行い、予算総額は84億9,631万4千円となりました。
（当初予算比5.3％の伸び）
　   上半期に補正を要した主な事業 　　　　　  　　　
　農業振興補助事業費、新しい地方経済・生活環境創生交
付金事業費、物価高騰対応重点支援給付金事業費、賦課徴
収費、ふるさと納税推進事業費、文化センター管理運営
費、議場映像音響自動制御録画配信システム導入事業費等
を計上しました。　
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（億円）

1000 50
（億円）

1000

歳 入 予算現額
（億円）

０　  ５ 　 10　  15    20    25
歳 出 予算現額

（億円）
０　  ５ 　 10　  15    20    25収入済額 支出済額

町 税
20億6,402万2千円 民 生 費

高齢者、障がい者等の
福祉全般にかかる経費

18億4,148万5千円

12億2,042万4千円 7億2,115万3千円

地方交付税
19億8,332万6千円 教 育 費

教育施設の事務事業に
かかる経費

15億8,893万7千円

14億6,269万2千円 5億1,408万9千円

国庫支出金
11億1,478万円 総 務 費

町の総括的な事務に
かかる経費

13億3,612万9千円

1億8,371万4千円 5億7,797万5千円

町 債
9億9,270万円 土 木 費

道路、河川、住宅管理等に
かかる経費

8億7,995万3千円

0千円 2億8,480万4千円

県 支 出 金
6億6,893万2千円 衛 生 費

健康で衛生的な生活の
ためにかかる経費

6億8,792万円

4,476万4千円 3億8,346万5千円

繰 入 金
4億288万7千円

公 債 費
町債の償還にかかる経費

6億4,052万5千円

0千円 3億3,951万1千円

寄 附 金
4億5万7千円 農林水産業費

農業、林業、畜産業振興等
にかかる経費

5億3,821万9千円

2億3,009万5千円 1億3,608万5千円

そ の 他
8億6,961万円 そ の 他

消防費、商工費、議会費、
災害復旧費等

9億8,314万6千円

5億153万7千円 3億8,907万1千円

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額
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財政公表（令和７年度予算上半期）

特
別
会
計

財 産 及 び 基 金

区　　分 予算現額 収入済額 支出済額
国 民 健 康 保 険 12億4,480万3千円 5億431万7千円 4億9,923万9千円
後 期 高 齢 者 医 療 1億7,521万4千円 6,574万3千円 5,330万2千円
介 護 保 険 16億2,372万2千円 7億8,443万9千円 6億4,699万6千円
霊 園 整 備 事 業 70万3千円 62万7千円 26万9千円

区　分 土　地
（面積）

建　　　物
木　造
（延面積）

非木造
（延面積）

合　計
（延面積）

本 庁 舎 20,068 - 4,157 4,157
その他の行政機関
（警察・消防施設） 2,379 2,142 112 2,254

学 校 156,683 2,655 27,171 29,826
公 営 住 宅 13,835 1,371 9,433 10,804
公 園 62,756 504 34 538
その他の施設 451,206 7,276 28,624 35,900
山 林 309,401 - - -
宅 地 23,436 39 - 39

計 1,039,764 13,987 69,531 83,518

■お問い合わせ　総務課　財政係　☎33－2111

◎財産の状況� （単位：㎡、９月30日現在）

区　　分 現　金 その他 計
財 政 調 整 基 金 1,473,866 1,473,866
減 債 基 金 305,487 305,487

土 地 開 発 基 金 115,141 100,816
（土地） 215,957

人 材 育 成 基 金 105,682 105,682
地 域 振 興 基 金 205,539 205,539
公共施設整備・補修基金 2,155,019 2,155,019
国民健康保険事業費支払準備基金 35,696 35,696
霊園管理運営基金 1,935 1,935
福 祉 基 金 78,637 78,637
介護給付費準備基金 128,256 128,256
スポーツ・レクリエーション基地整備建設基金 145,931 145,931
奥野自然活用基金 7,403 7,403
中山間ふるさと水と土保全基金 10,028 10,028

奨学資金貸付基金 23,576 5,041
（貸付金） 28,617

図 書 購 入 基 金 2 2
森 林 環 境 基 金 76,747 76,747

計 4,868,945 105,857 4,974,802

◎基金の状況� （単位：千円、９月30日現在）

町 　 　 　 　 債

会計名 令和６年度末
現 在 高

令和７年度
借入予定額

令和７年度
元金償還額

令和７年度末
現在高見込額

一 般 会 計 4,767,764 992,700 569,307 5,191,157
上水道事業会計 1,990,677 57,200 122,258 1,925,619
簡易水道事業会計 116,160 23,900 16,563 123,497
下水道事業会計 1,699,358 151,100 199,211 1,651,247

計 8,573,959 1,224,900 907,339 8,891,520

◎町債の状況� （単位：千円、９月30日現在）

収 益 的
収　 支

収 入 予算現額 収入済額
3億4,513万9千円 1億4,948万1千円

支 出 予算現額 支出済額
3億3,870万7千円 8,426万7千円

資 本 的
収　 支

収 入 予算現額 収入済額
2億2,073万7千円 4,618万3千円

支 出 予算現額 支出済額
2億3,100万1千円 1億996万1千円

下水道事業会計

収 益 的
収　 支

収 入 予算現額 収入済額
6,990万4千円 1,027万円

支 出 予算現額 支出済額
4,553万8千円 1,150万5千円

資 本 的
収　 支

収 入 予算現額 収入済額
3,161万5千円 844万3千円

支 出 予算現額 支出済額
4,058万8千円 825万9千円

簡易水道事業会計

収 益 的
収　 支

収 入 予算現額 収入済額
3億6,570万円 1億5,122万5千円

支 出 予算現額 支出済額
3億5,610万4千円 1億7,196万8千円

資 本 的
収　 支

収 入 予算現額 収入済額
1億3,008万4千円 91万5千円

支 出 予算現額 支出済額
2億6,523万7千円 1億117万9千円

上水道事業会計
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第37回　ふくしま駅伝第37回　ふくしま駅伝

　今年も白河市から福島市までの全16区間で開催されます。昨年の結果である町の部11位を上回る結果を
目標に、チーム一丸となってタスキをつないでいきます。皆さまの心からの声援を宜しくお願いします。

声援を届けよう！

　出場選手紹介（敬称略）

監　督
大塚　勇也

渡邊　智哉

鈴木　晴貴

金澤　佑真

沼野　渓太

コーチ
滝深　孝寿

山本　優樹

岸波　里恵

緑川　　逞

小田川　結心

コーチ
佐藤　範真

菊池　愁翔

佐川　來優

小田川　莉桜

宮川　裕次郎

和知　真杜

藤田　凰牙

西岡　友樹

天野　沙耶

藤田　空翔

近藤　真央

岸波　喜実香

曲山　誉将

須藤　煌生

三瓶　寿輝也

波田野　蒼太

　ふくしま駅伝コース紹介　　96.3㎞
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4.0㎞ 8.2㎞ 5.8㎞ 7.3㎞ 6.4㎞ 8.3㎞ 5.4㎞ 4.1㎞ 3.0㎞ 10.6㎞ 3.9㎞ 7.0㎞ 4.8㎞ 5.7㎞ 3.4㎞ 8.4㎞
〔女子〕 〔男子〕 〔男子〕 〔男子〕 〔男子〕 〔男子〕〔中学生男子〕〔中学生男子〕〔中学生女子〕〔男子〕 〔女子〕 〔男子〕 〔男子〕〔中学生

�またはシニア男子〕
〔中学生
�またはシニア女子〕

〔男子〕

11月16日日　午前7時40分　スタート！
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９年ぶり３回戦進出果たす
　市町村対抗福島県軟式野球大会が９月13日
に開幕しました。
　棚倉町チームは14日からの試合となり、喜
多方市との１回戦では、同点で迎えた最終回、
藤田春樹選手によるサヨナラ２ランホームラン
で劇的勝利を収めました。
　23日の柳津町との２回戦では、初回に先制
するも、直後に追いつかれましたが、３回に２
点を追加し３対１とすると、河合佑斗選手の好
投によりリードを守り切りました。
　28日の川俣町との３回戦では、佐藤旦選手
のホームランなど、一進一退の攻防戦を繰り広
げましたが、一歩及ばずサヨナラ負け。
　９年ぶりの３回戦進出、ベスト16という結
果で大会を終えました。

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

強豪・福島市を最後まで追い詰める
　市町村対抗福島県ソフトボール大会が10月
４日に開幕しました。
　棚倉町チームは５日からの試合となり、猪
苗代町との１回戦では、初回に西牧駿選手の
３ランホームランで勢いをつけ、そのまま
リードを守り切りました。
　12日に行われた昨年度準優勝の福島市との
２回戦では、初回に尾又悠哉選手のタイム
リーヒットで先制しましたが、その後逆転を
許し、最大６点差を追いかける展開となりま
した。４、５回とチャンスを作り、草野竣選
手のタイムリーヒット等で反撃するも、一歩
及ばず惜しくも敗戦となりました。
　今年度優勝の福島市を最後まで追い詰めた
棚倉町チーム。来年への希望を感じさせる一
戦となりました。

１回戦   棚倉町（６－５）喜多方市
２回戦   棚倉町（３－１）柳津町
３回戦   棚倉町（６－７）川俣町

１回戦   棚倉町（４－３）猪苗代町
２回戦   棚倉町（７－８）福島市
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　たなちゃんお助け隊とは、高齢者のお宅へ訪問し家事のお手伝いをする有償ボランティアです。
町で開催する養成講座を受講しボランティア活動支援員としての登録が必要となります。
活動内容 	 高齢者の生活（買い物、調理、掃除、ゴミ出しなど）のお手伝いをします。
活動時間 	 １回１時間／月曜日～金曜日の午前８時～午後５時（土日祝、年末年始は休み）
	 	 ※�活動できる時間帯でシフトを組みます。ひと月の活動回数も希望に応じて調整可能です。
報 償 費 	 １回１時間　1,000円

養成講座を開催します養成講座を開催します

日　 時 	 11月20日㈭　午前10時～午後３時
会 場 	 保健福祉センター　研修室
申込方法 	 �受講を希望する方は、保健福祉センター窓口または電話（☎33-7801）にてお申

し込みください。

「たなちゃんお助け隊」利用を検討している方へ「たなちゃんお助け隊」利用を検討している方へ
対 象 者 	 65歳以上の方で、「要支援1・2、要介護1・2」の介護認定を受けている方
利用料金 	 １回１時間200円／週２回まで
お手伝い内容 	 買い物、調理、掃除、洗濯、ゴミ出しなど

活動の様子活動の様子

生活援助支援事業 ～たなちゃんお助け隊～生活援助支援事業 ～たなちゃんお助け隊～

睡眠と疲労回復睡眠と疲労回復

　「疲労回復には睡眠が１番！」・「良く寝た日は、体がスッキリする！」など、疲労回復には “睡　「疲労回復には睡眠が１番！」・「良く寝た日は、体がスッキリする！」など、疲労回復には “睡
眠” が効果的だと言われています。しかし…ただ寝れば良いのでしょうか？眠” が効果的だと言われています。しかし…ただ寝れば良いのでしょうか？
　質の良い睡眠のためには、夜だけでなく、日中の過ごし方も大きく影響しま　質の良い睡眠のためには、夜だけでなく、日中の過ごし方も大きく影響しま
す。この機会に、ご自身の「睡眠習慣」を振り返ってみませんか？す。この機会に、ご自身の「睡眠習慣」を振り返ってみませんか？
講 師 	 睡眠健康指導士上級認定・睡眠改善インストラクター	 睡眠健康指導士上級認定・睡眠改善インストラクター
	 	 大槻スリープクリニック専務理事　大槻　美恵子 氏	 	 大槻スリープクリニック専務理事　大槻　美恵子 氏
日 時 	 12月11日㈭　午後1時30分～3時（受付は午後1時10分から）	 12月11日㈭　午後1時30分～3時（受付は午後1時10分から）
場 所 	 保健福祉センター　研修室　　	 保健福祉センター　研修室　　定 員 	 40名（要申込・申込先着順）	 40名（要申込・申込先着順）
申込期限 	 12月１日㈪	 12月１日㈪
申込方法 	 保健福祉センター窓口または電話（☎33－7801）にてお申込みください。	 保健福祉センター窓口または電話（☎33－7801）にてお申込みください。

～日中の過ごし方と睡眠儀式～～日中の過ごし方と睡眠儀式～

たなちゃんお助け隊になって活動したい方を募集します！たなちゃんお助け隊になって活動したい方を募集します！

利用希望の方は
担当ケアマネー
ジャーにご相談
ください。

自分の空いている時間やできる
内容で構いませんので、ぜひ
参加してみませんか？
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　風しんは、風しんウイルスによって起こる感染症で、自覚症状が少ないため、気づかないうちに多
くの人に感染させてしまう可能性があり、飛沫感染や接触感染によって広まります。子どもは発熱や
発疹、首などのリンパ節が腫れ、数日で治ることがほとんどですが、大人が発症すると、高熱・発疹
の長期化など重症化することもあります。
　また、妊娠中の女性が感染すると生まれてくる赤ちゃんに心疾患や難聴などの障害（先天性風しん
症候群）を引き起こすことがありますので、対策が必要です。

子どもの風しん対策 　
　１歳～２歳になるまでの間に１回、小学校入学前の1年間に1回の定期予防接種２回で完了となります。

大人の風しん対策 　
　町では、妊娠を希望する女性または配偶者（婚姻関係は問いません）を対象に、生まれてくる赤
ちゃんの先天性風しん症候群予防のため、風しんの抗体検査およびワクチン接種の費用を助成してい
ます。
　申請方法や助成額等の詳細については、保健福祉センター窓口または電話（☎33－7801）にてお
問い合わせください。

申込期間 	 11月10日㈪～12月26日㈮

申込方法 	 ①棚倉町けんしん予約サイト（インターネット予約）で予約する。（24時間受付）
	 	 ②保健福祉センター窓口または電話（☎33-7801）で予約する。（午前９時～午後５時受付）
※インターネットで予約する場合、アカウント登録が必要です。
　（登録の方法は広報５月号10～11ページをご確認ください。）
※予約されていない方は受診できませんので、ご注意ください。
※胃がん（バリウム）検診は実施しません。
※前立腺がん検診は、昨年度未受診者が対象です。また、特定健康診査とセットでの受診に限ります。
※70歳以上の方、令和６年度非課税世帯、生活保護世帯、がん検診無料クーポン対象者は無料です。

保健福祉センターだより

倉
美
館
情
報

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報
ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

特定健康診査・がん検診の追加健（検）診のお知らせ

特定健康診査・がん検診が塙厚生病院で受診できます特定健康診査・がん検診が塙厚生病院で受診できます

11月29日㈯　定期健康診査を実施します
　※保健福祉センターで実施します。今年度住民健診を受診していない方は必ず受診しましょう。
　　詳細については広報たなぐら9月号に掲載されていますので、ご確認ください。

　塙厚生病院で特定健診・がん検診が受けられます。予約制のため、ご希望の方は下記の方法により
お申込みください。

予防接種を受けることが最も有効な予防法です !

風しんの抗体持っていますか？
～大人も子どもも気を付けたい感染症「風しん」～

特定健診の受診日　※１日１名の受診となります。

１月 ２月
５日、６日、７日、13日、
14日、19日、20日、28日、
29日、30日

４日、５日、６日、９日、
12日、16日、17日、18日、
26日、27日

検査項目 対象者 受診料金

特定健康診査 40歳以上の
国保加入者 1,000円

が
ん
検
診

肺 が ん
大 腸 が ん 40歳以上

各500円
前立腺がん 50歳以上の男性
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町税等の期限内納付をお願いします
■お問い合わせ　税務課　課税徴収係　☎33－2118

町税等は子育てや福祉など各種施策を
進める上で大変貴重な財源です
　町税等の滞納は、町の財政を圧迫し、住民サー
ビスに支障を来すことになります。また、納期内
に納付していただいた方との公平性を欠くことに
もなります。
　町では、11・12月を「期限内納税推進運動月
間」とし、町県民税をはじめとした町税等が未納
になっている方へ、催告書、電話、訪問などによ
り期限内納付を推進していきます。
　期限内の納付に引き続きご協力をお願いします。

納税が困難な場合はご相談ください�
　災害、失業、病気など特別な事情により、一時
的に納付することが困難な場合は、税務課へお早
めにご相談ください。
　また、納付書を紛失してしまった場合には、納
付書の再発行ができますので、税務課へご連絡く
ださい。

町税等を滞納すると�
　納期限までの納付が確認できない場合、本来の
税額に加えて延滞金が加算されることがあります。
　また、督促状や催告書、電話などで催告をして
も納付されない時は、財産の差し押さえなどの滞
納処分を実施します。

各町税を納付するには
町税を納めるには、下記の方法があります。
⑴�金融機関やコンビニエンスストア、役場出納
室等の窓口に納税通知書（納付書）を持参し
て納める方法
⑵�口座振替によって納める方法（※）
※�町税等の納付を口座振替にすると納め忘れが
なく便利です。希望する方は、振替をする預
金通帳と届出印を持参のうえ、各金融機関ま
たは税務課の窓口で手続きしてください。
⑶スマホ決済アプリ

今後の町税納期一覧表
11月 12月 1月 2月

町 県 民 税 4期

固 定 資 産 税 4期

国民健康保険税 5期 6期 7期 8期

介 護 保 険 料 3期 4期

後期高齢者医療保険料 4期 5期 6期 7期

納期限：�月末（土・日・祝日の場合は翌月初め
となります。）

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。
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お　
知　
ら　
せ

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

　
今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、11
月
18
日
㈫

で
す
。（
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
記
載

日
か
ら
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。）

　
行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
を
町

長
と
気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

出
張
ト
ー
ク

　
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
行
政

区
、
自
治
会
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
主
催
す
る
会
合
に
町
長
が

伺
い
ま
す
。

※�

ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、
建

設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

今
月
の
納
税
・
納
入

　
納
期
限
は
12
月
１
日
㈪
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
５
期

〇
固
定
資
産
税
…
…
…
…
…
…
…
４
期

〇
介
護
保
険
料
…
…
…
‥
…
…
…
３
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
４
期

〇
上
下
水
道
料
金
…
…
…
11
月
例
月
分

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－
２
１
１
８

　
上
下
水
道
課　
上
水
道
係

　
☎
33

－
２
１
１
９

10
月
の
心
配
ご
と
相
談

民
生
委
員

〇
開
催
日　
11
月
10
日
㈪

〇
時　
間　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日　
11
月
20
日
㈭

〇
時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33

－

２
６
２
３

ト
ー
ク
の
日

倉
美
館
情
報

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報
ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

インフォメーション

委 

員 

紹 

介

◆
教
育
委
員
会
教
育
長

　
荒
川
　
文
雄
さ
ん
（
再
任
）

任
期　
10
月
９
日
～

�

令
和
10
年
10
月
８
日

◆
教
育
委
員
会
委
員

　
石
井
　
義
紀
さ
ん
（
再
任
）

任
期　
10
月
１
日
～

�

令
和
11
年
９
月
30
日

�

教　
育　
長　
荒
川
　
文
雄

�
教
育
長
職
務
代
理
者　
中
野
喜
久
枝

�
委　
　
　
員　
藤
田
　
容
子

�
委　
　
　
員　
石
川
　
清
美

�

委　
　
　
員　
石
井
　
義
紀

委　員　構　成

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
、
令
和
７
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝

く
じ
助
成
）
を
受
け
、
第
二
行

政
自
治
会
が
祭
り
用
備
品
（
発

電
機
、
法
被
、
音
響
設
備
等
）

を
整
備
し
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課

　
行
政
管
理
係　

　
☎
33

－

２
１
１
１
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�インフォメーション

フ
ィ
ナ
ー
レ
花
火
打
ち
上
げ

　
11
月
15
日
㈯
開
催
の
「
棚
倉
城
築
城

４
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
に
お
い

て
、
棚
倉
城
跡
を
会
場
に
午
後
５
時
か

ら
フ
ィ
ナ
ー
レ
花
火
打
ち
上
げ
を
行
い

ま
す
。
近
く
で
ご
観
覧
の
際
は
、
燃
え

カ
ス
の
落
下
等
に
ご
注
意
の
う
え
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
午
後
３
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
、
棚
倉
城
跡
内
（
亀
ケ
城
公
園
内
）

は
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
創
生
課　
歴
史
観
光
係　

　
☎
33

－
２
１
１
２

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
11
月
９
日
㈰
～
11
月
15
日
㈯

「
急
ぐ
日
も 

足
止
め
火
を
止
め 

準
備
よ
し
」

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
き
や
す

い
季
節
で
す
。
暖
房
機
器
等
の
火
の
取

り
扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト

４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

②�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

③�
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い
。

④�
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

①�

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
も
の
を
使
用
す
る
。

②�

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

③�

寝
具
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
、
防
炎
物

品
を
使
用
す
る
。

④�

消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

認
し
て
お
く
。

⑤�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

確
保
し
て
お
く
。

⑥�

防
火
防
災
訓
練
、
戸
別
訪
問
な
ど
地

域
ぐ
る
み
で
防
火
対
策
を
行
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
消
防
署　

　
☎
33

－

４
５
２
２

冬
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
寒
い
季
節
は
、
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒

い
場
所
へ
移
動
す
る
と
血
圧
が
急
激
に

変
化
し
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
入
浴
時
に
は
事
故
が
多
く
、
高

齢
者
や
持
病
の
あ
る
方
は
注
意
が
必
要

で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
は
防
げ
ま
す
。「
自
分
の
体
を
守
る
た

め
に
」「
大
切
な
家
族
の
た
め
に
」
安
心

し
て
冬
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
ぜ
ひ
心
が

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①�

入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
温
め
ま

し
ょ
う
。

②�

入
浴
の
前
後
に
は
水
分
を
し
っ
か
り

摂
り
ま
し
ょ
う
。

③�

浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④�

お
湯
の
温
度
は
41
℃
以
下
、
入
浴
は

10
分
以
内
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤�

入
浴
前
後
に
、
家
族
へ
ひ
と
声
か
け

ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
消
防
署　

　
☎
33

－

４
５
２
２

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

９月の棚倉町の
交通事故発生状況

発
生
件
数

１　
件

死
者
数

０　
人

傷
者
数

１　
人

物
件
事
故

29　
件

　

夕
暮
れ
時
以
降
の
時
間
帯
は
、
死

亡
事
故
等
の
重
大
事
故
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

原
因
は
周
囲
が
暗
く
な
り
自
動
車

運
転
者
が
歩
行
者
や
自
転
車
を
発
見

し
づ
ら
く
な
る
た
め
で
す
。

　

自
動
車
運
転
中
は
、
油
断
せ
ず
、

ラ
イ
ト
の
向
き
を
こ
ま
め
に
切
り
替

え
、
前
後
左
右
の
安
全
を
確
認
し
他

の
車
両
や
歩
行
者
を
早
期
に
発
見
し

て
安
全
に
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
明
る

い
服
装
や
反
射
材
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

案
内
図

棚
小

棚
倉
郵
便
局
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インフォメーション

東
白
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

〇
新
聞
紙
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

古
紙
の
回
収
方
法
が
変
更
に
な
り
、

折
り
込
み
チ
ラ
シ
は
古
紙
と
し
て
回
収

し
ま
す
。
新
聞
と
一
緒
に
十
字
に
縛
り

名
前
を
記
入
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
燃
え
る
ご
み
の
減
量
と
、
古
紙
リ
サ

イ
ク
ル
率
向
上
の
た
め
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〇
農
業
用
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て

　

家
庭
菜
園
で
発
生
し
た
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
は
粗
大
ご
み
と
し
て
お
預
か
り

し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
営
農
で
使
用
さ

れ
た
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
は
搬
入
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
適
切
な
処
理
業
者
へ
処
分

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
庭
菜
園
で
使
用
し
た
栽
培

ネ
ッ
ト
は
、
絡
み
つ
い
た
ツ
ル
を
取
り

外
し
て
か
ら
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
東
白
衛
生
組
合

　
☎
43

－

０
３
７
８

個
人
事
業
税
の
納
期
の
お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
県
の
税

金
で
す
。

　
今
年
度
の
第
２
期
分
の
納
期
限
が
12

月
１
日
㈪
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
送

付
さ
れ
た
納
付
書
で
、
忘
れ
ず
に
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
預
金
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
南
地
方
振
興
局　
県
税
部

　
課
税
課　
課
税
第
一
チ
ー
ム

　
☎
０
２
４
８

－
23

－

１
５
１
７

白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
令
和
７
年
度
分
の
年
末
調
整
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し

等
を
踏
ま
え
た
年
末
調
整
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
給
与
の
支
払
い
が
あ

る
事
業
者
を
対
象
に
、
11
月
17
日
㈪
～

28
日
㈮
の
期
間
に
、
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
は
面
接
時
間
を
十
分
に

確
保
す
る
ほ
か
、
ご
持
参
い
た
だ
く
書

類
な
ど
を
お
伝
え
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
電
話
で
事
前
に
相
談
日
程
等
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
白
河
税
務
署　
法
人
課
税
部
門

　
☎
０
２
４
８

－

22

－

７
１
１
１

様
々
な
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
る

　
　
　
　
収
入
保
険
制
度
の
ご
案
内

〇
対　
象

　
収
入
保
険
制
度
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
農

産
物
を
対
象
に
、
自
然
災
害
や
市
場
価

格
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
け
が
な
ど

様
々
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入
減
少
を
幅

広
く
補
償
し
ま
す
。

　
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ

な
い
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。

〇
加
入
対
象
者

　

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

〇
補
償
内
容

　
保
険
期
間
内
の
農
業
収
入
が
基
準
収

入
の
９
割
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下

回
っ
た
額
の
９
割
を
補
て
ん
し
ま
す
。

〇
そ
の
他

　
町
で
は
、
一
定
期
間
、
収
入
保
険
の

保
険
料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
規
加
入
者
の
保
険
料

は
県
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
農
業
共
済
組
合
県
南
支
所

　
白
河
出
張
所

　
☎
０
２
４
８

－

27

－

１
１
２
１

倉
美
館
情
報

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報
ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

▲ごみ分別ガイドブック

白河厚生総合病院 PET画像診断センター
（0248）22-2282（月~金 8：30~17:00）【実施期間】令和7年4月1日～令和8年3月31日

PET-CT検査のみ：53,000円（税込） PET-CT検査+ピロリ菌検査（便検査）：57,000円（税込）

オプションで脳検診：16,500円（税込）を受けることが出来ます。

【お申込・お問合せ】

福島県在住の方限定「福島県民コース」を受けてみませんか？
「デジタルPET-CT装置」による全身のがん検診が受けられます。

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。
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町
内
企
業
限
定
求
人
情
報

　
　
　
　
　
「
お
仕
事
検
索
サ
イ
ト
」

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
求
人
募
集
を
し
て

い
る
町
内
の
企
業
に
限
定
し
た
求
人
情
報

サ
イ
ト
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
＠
棚

倉
町
」が
福
島
県
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
企
業

の
人
手
不
足
対
策
、
町
民
の
皆
様
へ
の

就
職
支
援
と
し
て
、
毎
月
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
欄
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※�

求
人
内
容
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

　

�

そ
の
他
、
町
で
は
無
料
職
業
紹
介
所

を
開
設
し
、
求
人
・
求
職
の
募
集
を

行
い
、
雇
用
契
約
の
斡
旋
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河　
職
業
紹
介
部
門

　
☎
０
２
４
８

－

24

－

１
２
５
６

・
棚
倉
町
無
料
職
業
紹
介
所

　
（
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
33

－

２
１
１
３

た
な
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

　
た
な
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
は
認
知
症
に
つ

い
て
知
り
た
い
方
、
介
護
し
て
い
る
方

が
集
ま
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
情
報

交
換
を
す
る
場
で
す
。
交
流
を
通
し
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〇
日　
時　
11
月
12
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

研
修
室

〇
内　
容

・
歌
体
操「
童
話
わ
ら
べ
う
た
で
遊
ぼ
う
！
」

　
講
師

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士

�

菊
地　
幸 

氏

・
認
知
症
、
介
護
相
談
、
茶
話
会
な
ど

〇
参
加
費　
無
料

〇
定　
員　
20
名
程
度

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

７
８
１
１

介
護
職
ミ
ニ
面
接
相
談
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　
介
護
の
事
業
所
４
社
を
招
い
て
、
直

接
担
当
者
と
相
談
や
面
接
が
で
き
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
仕
事
内
容
や
や
り
が
い
等
に
つ
い
て

事
業
所
よ
り
説
明
を
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
介
護
職
に
興
味
が
あ
る
方
は
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
11
月
13
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

〇
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

�

　
地
下
会
議
室

○
そ
の
他　

�

事
前
の
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河　
職
業
相
談
部
門

　
☎
０
２
４
８

－

24

－

１
２
５
６

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
12
月
４
日
～
10
日
の
人
権
週
間
に
合

わ
せ
て
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
日
常
生

活
全
般
、
い
じ
め
、
差
別
、
虐
待
、
セ

ク
ハ
ラ
、
名
誉
棄
損
、
配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
な
ど
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
保
持
し
ま
す
。

〇
日　
時　
12
月
２
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場　
所　
町
立
図
書
館　
会
議
室

〇
そ
の
他　

�

予
約
は
不
要
で
す
。
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
33

－

２
１
１
７

蔵
書
点
検
を
行
い
ま
す

　
町
立
図
書
館
で
は
、
11
月
25
日
㈫
～

12
月
５
日
㈮
の
期
間
、
蔵
書
点
検
を
行

い
ま
す
。

　
蔵
書
点
検
の
期
間
中
は
、
図
書
室
の

み
が
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
他
の
施
設
は

通
常
通
り
利
用
可
能
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
町
立
図
書
館

　
☎
33

－

４
３
４
２

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
県
行
政
書
士
会
で
は
、
生
活
者
向
け

の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
続
、

遺
言
作
成
、
土
地
利
用
、
各
種
許
認
可
、

会
社
設
立
な
ど
幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
12
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

〇
場　
所　
町
立
図
書
館　
会
議
室
２

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
行
政
書
士
会　
県
南
支
部

　
☎
０
８
０

－

９
６
３
４

－

４
７
５
７
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倉
美
館
情
報

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報
ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

11
月
13
日
㈭・20
日
㈭ 

午
後
７
時

健
康
吹
矢
教
室
※

11
月
14
日
㈮・21
日
㈮ 

午
前
10
時
～

卓

球

教

室
※

11
月
８
日
㈯・29
日
㈯ 

午
前
10
時
～

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

11
月
27
日
㈭ 

午
後
７
時
30
分
～

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
※

11
月
11
日
㈫・18
日
㈫・25
日
㈫ 

午
前
10
時
～

11
月
14
日
㈮ 

午
後
７
時
～

ゴ
ル
フ
教
室
（
場
所
：
花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

11
月
11
日
㈫・11
月
18
日
㈫ 

午
後
６
時
～

ボ
ッ
チ
ャ
教
室
※

11
月
1
日
㈯ 

午
前
10
時
～

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
運
動
広
場
）

毎
週
水
曜
日　
午
後
６
時
30
分
～�

雨
天
中
止

キ
ッ
ズ
教
室
※

11
月
６
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

11
月
21
日
㈮・28
日
㈮ 

午
前
９
時
30
分
～

※
場
所
は
総
合
体
育
館

〇�
会
員
以
外
の
方
が
参
加
す
る
場
合
は
、事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33

－

３
１
６
０

 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

おはなしルーム
〇
日
時

　
12
月
５
日
㈮　
午
前
11
時
～

〇
対
象　
ど
な
た
で
も

〇
内
容　
～
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
話
～

　
　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

　
12
月
16
日
㈫　
午
前
10
時
～

〇
対
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

　
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
工
作

冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
参
加
者
募
集

〇
日　
時

　
12
月
25
日
㈭　
午
前
10
時
～
正
午

〇
内　
容　
木
工
制
作

〇
場　
所　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

〇
対　
象　
小
学
生

〇
参
加
費　
材
料
費
５
０
０
円

〇
そ
の
他

・
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

・�

学
校
を
通
じ
て
配
布
し
た
募
集
チ
ラ

シ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
☎
57

－

５
３
１
０

12
月

借
金
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
専

門
相
談
員
が
家
計
や
借
金
の
状
況
等
を

伺
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
て
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
に

引
き
継
ぎ
を
行
う
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。
借
金
返
済
が
困
難
な
方
、
借
金
に

お
悩
み
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
ず
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

〇
日
時

　
11
月
18
日
㈫　
午
後
１
時
～
４
時

　
（
予
約
制
・
予
約
締
切
11
月
17
日
）

〇
会
場

　
白
河
市
中
心
市
街
地
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

�

（
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
）

〇
そ
の
他

　

�

原
則
予
約
制
と
な
り
ま
す
が
、
受
付

状
況
に
よ
り
当
日
受
付
が
可
能
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　
理
財
課

　
☎
０
２
４

－

５
３
３

－

０
０
６
４

　
（
土
日
祝
日
除
く
午
前
８
時
30
分
～

�

午
後
４
時
30
分
）

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

〇
申
込
受
付
期
間

・
一
般
曹
候
補
生

　
11
月
21
日
㈮
ま
で

・
自
衛
官
候
補
生

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
（
推
薦
）11
月
28
日
㈮
ま
で

　
（
一
般
）令
和
８
年
１
月
15
日
㈭
ま
で

〇
そ
の
他

　
�

詳
し
く
は
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
白
河
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
４
８

－

24

－

０
３
７
２

▲ホームページ
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▲ホームページ

募　
　
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
住
宅

　

愛
宕
平
団
地
（
２
号
棟
）

　
３
階
・
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
２
戸

　
（
平
成
10
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　

愛
宕
平
団
地
（
３
号
棟
）　

　
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
12
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　
関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

　
※
駐
車
場
各
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

　

小
山
下
北
団
地

　
２
Ｄ
Ｋ　
３
戸

　
（
昭
和
47
年
建
築　
簡
易
耐
火
平
屋
）

　
棚
倉
字
小
山
下
36
番
地
3

　

小
山
下
南
団
地

　
２
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
昭
和
48
年
建
築　
簡
易
耐
火
平
屋
）

　
棚
倉
字
小
山
下
34
番
地
3

〇
申
込
期
限　
11
月
14
日
㈮

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期　
12
月
１
日
㈪

〇
そ
の
他

・�

住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
整
備
課　
都
市
計
画
係　

　
☎
33

－

２
１
１
４

棚
倉
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
学
生
を
対
象

に
、
貸
与
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
人
員

　

�

大
学
等
、
高
等
学
校
等
に
入
学
予
定

ま
た
は
在
学
す
る
者　
各
１
～
２
名

○
奨
学
資
金
の
種
類
お
よ
び
金
額

修
学
資
金

　
高
等
学
校
等　
月
額
１
万
５
千
円
以
内

　
大　
学　
等　
月
額
５
万
円
以
内

入
学
準
備
金

　
高
等
学
校
等　
15
万
円
以
内

　
大　
学　
等　
30
万
円
以
内

〇
応
募
資
格

・�

高
等
学
校
等
ま
た
は
大
学
等
に
入
学

予
定
も
し
く
は
在
学
し
、
学
業
成
績

が
優
秀
で
向
上
心
に
あ
ふ
れ
健
康
で

あ
る
こ
と

・�

国
ま
た
は
外
の
団
体
か
ら
同
種
の
奨

学
資
金
の
貸
付
け
も
し
く
は
給
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
。

〇
願
書
出
願
期
間

　
11
月
４
日
㈫
～
12
月
26
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

〇
そ
の
他

・�
選
考
を
経
て
２
月
中
に
奨
学
生
を
決

定
し
、
通
知
し
ま
す
。

・�
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
子
ど
も
教
育
課

　
教
育
総
務
係

　
☎
33

－

７
８
８
１

�インフォメーション

結
婚
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
！

　
町
で
は
、
定
住
促
進
・
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
夫
婦
で
町
内
に
居
住

す
る
新
婚
世
帯
を
対
象
に
、
住
居
に
係

る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

〇
対
象
世
帯

　

�

令
和
７
年
１
月
１
日
～
令
和
８
年
３

月
31
日
に
婚
姻
届
を
提
出
・
受
理
さ

れ
た
世
帯

〇
補
助
金
額

　

�

令
和
７
年
度
中
に
支
払
い
が
あ
っ
た

居
住
費（
※
）と
引
越
し
費
用
の
合
計

額
（
上
限
あ
り
）

※�

住
宅
の
購
入
費
・
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
・

賃
貸
物
件
の
賃
料
・
敷
金
・
礼
金 

等

〇
申
請
期
限

　
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

〇
補
助
要
件

　

�

夫
婦
合
計
の
所
得
、
町
税
等
の
納
税

状
況
、
年
齢
等

〇
申
込
方
法

　

�

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
他

　

�

予
算
枠
、
添
付
書
類
等
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課

　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

▲ホームページ

補  

助  

・  

助  

成

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。
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インフォメーション
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ョ
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生
涯
学
習
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れ
あ
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ま
ち
の
話
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み
ん
な
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ひ
ろ
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〇入園対象児　【年少組】令和４年４月２日から令和５年４月１日までに生まれた児童
　　　　　　　　※年中・年長組へ入園を希望する場合は、各幼稚園にお問い合わせください。
〇募 集 期 間　 12月１日㈪～12月５日㈮　　午前９時～午後３時（平日のみ）
〇必 要 書 類　入園願、給付認定申請書  等
　　　　　　　※�必要書類は各幼稚園にて配布します。なお、町内在住の方には各幼稚園から

郵送にて案内します。
〇提　出　先　入園を希望する幼稚園
〇入 園 考 査　�各幼稚園で身体検査と面接を行います。考査日程は募集受付後に各幼稚園から

お知らせします。
〇そ　の　他　・�現在通園している幼稚園に継続して通園する場合は、入園手続きは不要です

が、送迎バスや預かり保育は申し込みが必要です。
　　　　　　　・送迎バス、預かり保育申し込みに必要な書類は各幼稚園で配布します。
■お問い合わせ　子ども教育課　子ども係　☎33－7881　
　　　　　　　　棚 倉 幼 稚 園　☎33－2352
　　　　　　　　社 川 幼 稚 園　☎33－7060
　　　　　　　　近 津 幼 稚 園　☎33－2755

　町放課後児童クラブでは、放課後などを安全・安心に過ごせる場を提供しています。
〇対象児童　次の条件をすべて満たす児童
　　　　　　①町内小学校の１年生～６年生の児童
　　　　　　②児童の帰宅時に仕事等により家庭に保護者等がいない児童
　　　　　　③集団で活動することが可能な児童
〇募集期間　11月19日㈬～11月28日㈮　午前８時30分～午後５時15分（平日のみ）
〇申請方法　�「児童クラブ登録申請書」に必要事項を記入の上、必要書類を添付して子ども教

育課子ども係へ提出してください。
　　　　　　※�必要書類などについては、ホームページをご確認いただくか、お問い合わせく

ださい。
　　　　　　※�申請書は子ども教育課に準備しているほか、各児童クラブで配布します。また、

町のホームページからもダウンロードできます。
〇実施場所　各小学校の空き教室
〇実施時間　【平日】授業終了後～午後６時まで
　　　　　　【土曜日・長期休業期間】午前７時30分～午後６時まで
〇利用料金　�平日利用の場合　月額3,000円　※長期休業期間などの利用形態により料金が加

算されます。
〇注意事項　�定員を超える場合や受け入れ体制の状況などによっては、低学年を優先し学年を

制限して登録する場合があります。
　　　　　　・土曜日、長期休業期間のみの登録もできます。
　　　　　　・土曜日は全ての児童クラブ合同により子どもセンターで実施します。
■お問い合わせ　子ども教育課　子ども係　☎33－7881

令和８年度令和８年度　　放課後児童クラブ登録者を募集します放課後児童クラブ登録者を募集します

▲ホームページ

令和８年度令和８年度　　幼 稚 園 児 を 募 集 し ま す幼 稚 園 児 を 募 集 し ま す
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■お問い合わせ
生涯学習課　生涯学習係（町文化センター内）

　☎33－0111　FAX33－9611
mail:syougaigakusyuu@town.tanagura.fukushima.jp

たなぐら文化財展
～棚倉藩主と将軍家の書～

●期　　間　 11月14日㈮～16日㈰　　午前９時～午後５時

●場　　所　 町文化センター「倉美館」

●観 覧 料 　無　料

●展示内容 　福島県指定重要文化財「丹羽長重書状」ほか

●●日　　時日　　時　令和８年１月11日㈰　午後１時30分　　　　　　　　　　　　令和８年１月11日㈰　午後１時30分　　　　　　　　　　　
●●会　　場会　　場　棚倉町文化センター　棚倉町文化センター
●●受付時間受付時間　午後０時30分～午後１時20分　午後０時30分～午後１時20分
●●対 象 者対 象 者　　平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれの方平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれの方
●●参加方法参加方法　①　①次の方には11月中に案内状を送付する予定です。次の方には11月中に案内状を送付する予定です。
　　　　　　・棚倉町に住民登録のある方　　　　　　・棚倉町に住民登録のある方
　　　　　　　（令和７年10月１日現在）　　　　　　　（令和７年10月１日現在）
　　　　　　・令和３年３月１日時点（中学３年生当時）、棚倉町に住民登録のあった方　　　　　　・令和３年３月１日時点（中学３年生当時）、棚倉町に住民登録のあった方
　　　　　　※案内状が届かない場合は生涯学習課までご連絡ください。　　　　　　※案内状が届かない場合は生涯学習課までご連絡ください。
　　　　　　②�上記以外の方は申し込みが必要となりますので、町ホームページから申込用紙　　　　　　②�上記以外の方は申し込みが必要となりますので、町ホームページから申込用紙

をダウンロードし、ＦＡＸまたはメールにて11月19日㈬までにお申し込みくをダウンロードし、ＦＡＸまたはメールにて11月19日㈬までにお申し込みく
ださい。申し込み確認後案内状を送付します。ださい。申し込み確認後案内状を送付します。

●●そ の 他そ の 他　内容に変更などがある場合は、町ホームページ等でお知らせします。　内容に変更などがある場合は、町ホームページ等でお知らせします。

令 和 ８ 年令 和 ８ 年    二二
は た ちは た ち

十 歳十 歳 の つ ど いの つ ど い
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山　伏山　伏
黒川　　亮黒川　　亮

主　人主　人
中村　　陸中村　　陸

太郎冠者太郎冠者
山本　善之山本　善之
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情
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ン
タ
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ン
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ォ
メ
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生
涯
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ふ
れ
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み
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ろ
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第48回 文化祭合同発表会を開催します第48回 文化祭合同発表会を開催します
●●主　催主　催　　第48回文化祭実行委員会	第48回文化祭実行委員会	 ●●共　催共　催　棚倉町教育委員会　棚倉町教育委員会
●●会　場会　場　町文化センター			  　町文化センター			   ●●入場料入場料　無　料　　無　料　

棚倉城棚倉城
築城400年築城400年
記念事業記念事業

作品展示作品展示
日　 時 	 11月14日㈮～11月16日㈰	 11月14日㈮～11月16日㈰
	 	 午前９時～午後５時	 	 午前９時～午後５時
	 	 （最終日は午後２時まで）	 	 （最終日は午後２時まで）

内　 容 	 �陶芸展、写真展、版画展、短歌展、	 �陶芸展、写真展、版画展、短歌展、
パッチワーク展、俳句展、随詩展等、パッチワーク展、俳句展、随詩展等、
渾身の作品の展示。また、お茶会も渾身の作品の展示。また、お茶会も
開催します。開催します。

	 	 ※お茶会は16日㈰のみ　午前10時～	 	 ※お茶会は16日㈰のみ　午前10時～

芸能発表会芸能発表会
日　 時 	 11月16日㈰	 11月16日㈰
	 	 開場：午前９時00分	 	 開場：午前９時00分
	 	 開演：午前９時20分	 	 開演：午前９時20分

内　 容 	 �大正琴やマンドリンの演奏、詩舞、	 �大正琴やマンドリンの演奏、詩舞、
剣舞、民謡、吟、盆唄踊り、太極拳、剣舞、民謡、吟、盆唄踊り、太極拳、
語り、着付け、箏曲、歌等の各団体語り、着付け、箏曲、歌等の各団体
が日頃の練習の成果を披露します。が日頃の練習の成果を披露します。

〈オープニング〉〈オープニング〉大蔵流狂言「草咲会」の若手による祝賀狂言大蔵流狂言「草咲会」の若手による祝賀狂言
演 目 	 「蝸　牛」　	 「蝸　牛」　※予定※予定

出 演 者 	 大蔵流狂言「草咲会」	 大蔵流狂言「草咲会」
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日本の若者にチャンスを

　ITFワールドテニスツアー男子１万５千ドル大
会「ルネサンス国際オープンテニス」がルネサ
ンス棚倉テニスコートを会場に開催されました。
　昨年に引き続き第２回目の開催となった本大
会は、東北唯一の国際テニス大会で、世界各国
から約80人が集まりました。
　また、プロコーチによるテニス教室等も開催さ
れ、参加者はテニス競技への理解を深めました。

月10
日� 17~26

地域に愛される駅に

　磐城棚倉駅舎修繕工事完成式が開催されまし
た。棚倉城が築城400年を迎えたことから、壁
面は石垣と城、入口は棚倉城の南門を連想させ
る装いとなりました。
　また、完成式に先立ち、宮川町長、町内各小
中学校代表児童生徒、JR社員の皆さんの手に
よって、駅舎内のベンチおよび入口の門へ仕上
げの塗装が行われました。

月10
日11

掲載した写真は差し上げます。

身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33－2112

■�棚倉町文化センター（倉美館）
　開館時間　午前９時～午後５時
　（�毎週月曜日・祝日は休館日。
　 ※月曜日が祝日のときは火曜日が休館日です。）
■チケット予約・お問い合わせ
　棚倉町文化センター　☎33-9610

☆チケット購入後の返金及び交換は一切できません。

日　　　　時 事業名および内容 チケット料金

12月14日(日)

開　場
12時30分

開　演
13時00分

細川たかし 
 コンサート in棚倉

数々のヒット曲で知られる
「細川たかし」の公演を
どうぞお聴き逃しなく！

全席指定
　前売券　6,500円
　当日券　7,000円
　※未就学児入場不可

☆11月１日㈯ 午前９時
　�町文化センター電話予約
受付開始

☆11月２日㈰ 午前10時
　�白河文化交流館コミネス、
セブンチケット、ローソン
チケットでも販売開始
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Let’s たなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～
各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。

〇第60回全日本大学男女ソフトボール選手権大会　関東地区予選会

〇第60回全日本大学女子選手権 （インカレ）

〇皇后盃第77回全日本総合女子ソフトボール選手権大会　関東地区予選

〇皇后盃第77回全日本総合女子選手権

　鈴
すず
木
き
　なぎささん（東京国際大学２年）

〇第33回全日本古稀軟式野球大会

　本宮まゆみクラブ
　井
いのうえ
上　久

ひさ
夫
お
さん、鈴

すず
木
き
　孝
たか
義
よし
さん、関

せきかわ
川　博

ひろふみ
文さん、鈴

すず
木
き
　元
はじめ
さん

〇第52回東北総合スポーツ大会自転車競技

　緑
みどりかわ
川　怜

れ
依
い
さん（白河実業高等学校３年）

〇エイジェックカップ第56回日本少年野球選手権大会

　宗
そう
田
だ
　映
えい
登
と
さん（棚倉中学校２年）

〇天皇賜盃第94回日本学生陸上競技対校選手権大会

　根
ね
本
もと
　大
だい
輝
き
さん（東北大学大学院２年）

〇第46回東北中学校サッカー大会

　FC Regate
　佐

さ
川
がわ
　雄
ゆう
誠
せい
さん（棚倉中学校３年）、和

わ だ
田　康

こう
汰
た
さん（同校３年）、佐

さ
藤
とう
　寿
じゅ
旭
き
さん（同校３年）、

　矢
や
吹
ぶき
　藍

ら
梛
な
さん（同校３年）、佐

さ
川
がわ
　大
たい
誠
せい
さん（同校２年）

〇令和７年度国民スポーツ大会ゴルフ競技

　滝
たき
深
ふか
　心

ここみ
望さん（修明高等学校１年）

まちの話題

倉
美
館
情
報

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報
ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

▲鈴木　なぎささん
▲右から井上　久夫さん、鈴木　元さん、
　鈴木　孝義さん、関川　博文さん ▲緑川　怜依さん

▲根本　大輝さん（写真中央）

▲佐川　雄誠さん（前列右から2番目）
　和田　康汰さん（後列右から2番目）
　佐藤　寿旭さん（後列右から3番目）
　矢吹　藍梛さん（前列左から1番目）
　佐川　大誠さん（前列左から2番目）

▲滝深　心望さん
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十
三
代
藩
主　

松ま
つ
だ
い
ら平

周す
お
う
の
か
み

防
守
康や

す
た
か爵

（
一
八
一
〇
～
一
八
六
八
）

　

井
上
正
春
に
代
わ
り
、
天て

ん
ぽ
う保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
石い

わ
み
の
く
に

見
国
浜は

ま

田だ

藩は
ん
（
島
根
県
）
よ

り
松
平
康
爵
が
新
し
い
棚
倉
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
平
家
は
七
代
藩
主
松
平
武
元
と
同
じ
く
親
藩
の
家
柄
で
、
長
く
西
国
の
外
様
大
名

に
対
す
る
お
さ
え
と
し
て
機
能
し
た
家
で
し
た
。
し
か
し
父
の
康や

す

任と
う

が
御
法
度
と
さ
れ

て
い
る
密み

つ
貿ぼ

う
易え

き
に
加
担
し
た
と
し
て
、
い
わ
ば
罰
と
し
て
棚
倉
に
移
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
当
時
康
任
が
務
め
て
い
た
幕
府
最
高
職
で
あ
る
老
中
の
座
を
め
ぐ
る
権
力
争

い
に
敗
れ
た
結
果
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

康
爵
の
代
に
、
南
町
地
区

の
大
部
屋
稲
荷
が
造
立
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
北
山
本
地

区
の
山
本
不
動
尊
に
は
、
康

爵
に
よ
り
寄
付
さ
れ
た
開
運

祈
願
の
石い

し
ど
う
ろ
う

灯
籠
が
今
も
残
っ

て
い
ま
す
。

　

嘉か

永え
い

七
年
（
一
八
五
四
）、

養
子
で
あ
る
康
圭
に
藩
主
の

座
を
譲
っ
て
退
き
、
慶
応
四

年
（
一
八
六
八
）
に
五
十
九

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
嘉か

永え
い
七
年
（
一
八
五
四
）
に
兄
の
康
爵
の
養
子
と
な
り
、
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

康
圭
の
代
に
起
こ
っ
た
一
大
事
と
し
て
、
安
政
の
大だ

い
じ
し
ん

地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
江
戸
を
襲
っ
た
Ｍ
６
・
９
の
大
地
震
で
、
八
千
人
を
超

え
る
死
傷
者
を
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
震
で
、
松
平
家
の
江
戸
屋
敷
も

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
康
圭
は
棚
倉
か
ら
職
人
を
派
遣
し
て
修
理
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
幕
府
に
お
け
る
役
職
を
み
て
み
る
と
、
江
戸
城
の
大お

お
手て

門も
ん
や
桜さ

く
ら
だ
も
ん

田
門
の
門
番
や
、

文ぶ
ん
き
ゅ
う久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
幕
府
十
四
代
将
軍
徳と

く
が
わ
い
え
も
ち

川
家
茂
に
嫁
い
だ
孝
明
天
皇
の
妹

和か
ず
の
み
や宮
が
江
戸
に
向
か
う
際
に
お
供
を
務
め
る
な
ど
、
警
備
に
関
す
る
仕
事
で
功
績
を
あ

げ
ま
し
た
。

　
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
病
に
よ
っ
て
四
十
二
歳
で
死
去
し
、
幼
年
の
康
泰
に
松
平

家
を
託
し
ま
し
た
。

十
五
代
藩
主　

松ま
つ
だ
い
ら平

周す
お
う
の
か
み

防
守
康や

す

泰ひ
ろ

（
一
八
四
九
～
一
八
六
四
）

　
文ぶ

ん
き
ゅ
う久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
康
圭
の
死
去
に
よ
り
、
新
し
い
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

康
泰
は
非
常
に
病
弱
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
わ
ず
か
二
年
の
藩
主
生
活
で
、
元げ

ん

治じ

元
年

（
一
八
六
四
）
に
十
六
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

康
泰
が
藩
主
の
代
に
起
こ
っ
た
事
件
が
、
天
狗
党
の
乱
で
す
。
隣
国
の
常
陸
国
か
ら

逃
れ
て
き
た
天
狗
党
残
党
は
棚
倉
周
辺
に
も
落
ち
延
び
て
お
り
、
藩
は
幕
府
の
命
令
に

よ
っ
て
彼
ら
を
次
々
と
捕
え
て
い
き
ま
し
た
。

棚
倉
藩
歴
代
藩
主
の
足
跡

棚
倉
藩
歴
代
藩
主
の
足
跡

棚
倉
城
築
城
４
０
０
年
記
念

山本不動尊に寄進された石灯籠山本不動尊に寄進された石灯籠

十
四
代
藩
主　

松ま
つ
だ
い
ら平
周す

お
う
の
か
み

防
守
康や

す

圭か
ど

（
一
八
二
一
～
一
八
六
二
）
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�
十
六
代
藩
主　

松ま
つ
だ
い
ら平

周す
お
う
の
か
み

防
守
康や

す

英ひ
で

（
一
八
一
〇
～
一
八
六
八
）

　
病
弱
で
あ
っ
た
康
泰
に
代
わ
り
、
新
し
く
棚
倉
藩
主
と
な
っ
た
の
は
松
平
康
英
で
す
。

　
康
英
は
非
常
に
秀
才
で
、
若
く
し
て
数
々
の
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
江
戸
幕
府
は
こ
の

頃
、
ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
以
来
の
外
交
問
題
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
康
英
も
棚
倉
藩
主
を
務
め
る
以
前
に
、
今
の
外
務
省
に
あ
た
る
外が

い
こ
く国
奉ぶ

ぎ
ょ
う行
や
開
港
し
て

間
も
な
い
横
浜
港
周
辺
を
管
轄
す
る
神か

奈な

川が
わ

奉ぶ
ぎ
ょ
う行
な
ど
を
勤
め
ま
し
た
。
ま
た
文

ぶ
ん
き
ゅ
う久
元
年

（
一
八
六
一
）
に
は
、
遣け

ん
お
う欧

使し

節せ
つ

団だ
ん

に
同
行
し
、
大
国
ロ
シ
ア
と
の
国
境
問
題
の
交
渉
役
に

抜
擢
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
慶け

い
応お

う

元
年
（
一
八
六
五
）
に
は
幕
府
最
高
職
で
あ
る
老ろ

う
じ
ゅ
う中

を
務
め
、
翌
年
に
は
業
績
を
認

め
ら
れ
て
領
地
を
増
や
さ
れ
、
川か

わ
越ご

え

藩
（
埼
玉
県
）
へ
と
移
り
ま
し
た
。

十
七
代
藩
主　

阿あ

部べ

美み
ま
さ
か
の
か
み

作
守
正ま

さ

静き
よ

（
一
八
五
〇
～
一
八
七
八
）

　
四
代
に
わ
た
り
棚
倉
を
治
め
た
松
平
家
に

代
わ
り
、
隣
の
白
河
か
ら
移
っ
て
来
た
阿
部

正
静
が
慶け

い
お
う応

二
年
（
一
八
六
六
）
に
新
し
い

棚
倉
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　
阿
部
家
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
以
前
よ
り
徳

川
家
康
に
仕
え
て
き
た
一
族
で
す
。
な
お
、

阿
部
家
は
備び

ん
ご
の
く
に

後
国
福ふ

く
や
ま
は
ん

山
藩
（
広
島
県
）
な
ど

を
治
め
た
別
の
系
譜
が
本
家
に
あ
た
り
、
ペ

リ
ー
来
航
時
に
幕
府
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
老ろ

う
じ
ゅ
う中

筆ひ
っ
と
う頭
と
し
て
対
策
に
あ
た
っ
た
阿あ

部べ

正ま
さ

弘ひ
ろ

な

ど
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
棚
倉
を
治
め
た
阿

部
家
は
そ
の
分
家
に
あ
た
り
ま
す
。

　
新
た
な
藩
主
を
迎
え
た
棚
倉
藩
で
し
た
が
、
次
第
に
日
本
全
体
を
巻
き
込
む
戦
乱
の
暗
い

影
が
忍
び
寄
っ
て
い
ま
し
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）、
江
戸
幕
府
に
対
す
る
不
満
を
募

ら
せ
た
薩
摩
藩
や
長
州
藩
な
ど
に
よ
る
新
政
府
軍
と
幕
府
軍
と
の
間
に
戦
い
の
火
蓋
が
切
ら

れ
る
と
、
棚
倉
藩
は
幕
府
軍
側
に
味
方
し
、
東
北
や
越
州
の
諸
藩
か
ら
構
成
さ
れ
た
奥お

う

羽う

越え
つ

列れ
っ
ぱ
ん
ど
う
め
い

藩
同
盟
に
参
加
し
、
戦
に
備
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
政
府
軍
は
各
地
で
幕
府
軍
の
戦
い

に
勝
利
し
、
着
々
と
棚
倉
へ
と
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

　
正
静
は
棚
倉
の
防
備
を
万
全
に
す
べ
く
、
東
北
諸
藩
に
援
軍
を
求
む
べ
く
各
地
を
奔
走
し

ま
す
。
し
か
し
、
彼
が
城
を
離
れ
て
い
た
慶
応
四
年
六
月
、
白
河
か
ら
出
撃
し
た
新
政
府
軍

と
の
戦
闘
に
よ
り
棚
倉
城
下
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

十
八
代
藩
主　

阿あ

部べ　
正ま

さ

功こ
と

（
一
八
六
〇
～
一
九
二
五
）

　
戊
辰
戦
争
で
前
棚
倉
藩
主
阿
部
正
静
は
幕
府
方
に
味
方
し
た
た
め
、
白
河
藩
主
阿
部
正ま

さ

耆ひ
さ

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
わ
ず
か
九
歳
の
正
功
に
棚
倉
藩
を
ま
か
せ
ま
し
た
。
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）、
そ
れ
ま
で
藩
主
が
持
っ
て
い
た
土
地
と
人
び
と
を
天
皇
の
も
と
に
返
す
版は

ん
せ
き籍

奉ほ
う
か
ん還

が
実
施
さ
れ
、
正
功
の
位
置
付
け
は
新
政
府
の
中
の
行
政
官
で
あ
る
藩
知
事
と
な
り
ま

し
た
。
い
わ
ば
、
新
政
府
の
役
人
の
１
人
と
し
て
棚
倉
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
正
功
の
棚
倉
に
お
け
る
一
番
の
業
績
は
、
藩
校
修し

ゅ
う
ど
う
か
ん

道
館
の
再
興
で
す
。
阿
部
家
が
白
河
藩

主
の
時
代
に
開
き
、
棚
倉
に
国
替
え
の
折
に
移
転
し
て
き
た
学
校
で
、
正
功
自
身
も
こ
こ
で

学
問
を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
棚
倉
城
下
を
中
心
に
塙
や
い
わ
き
に
五
つ
の
分
校
を
擁

し
、
廃
校
後
も
修
道
小
学
と
し
て
受
け
継
が
れ
る
な
ど
教
育
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
藩
知
事
を
辞
職
し
た
正
功
は
、
そ
の
後

も
慶
應
義
塾
な
ど
で
学
問
を
続
け
ま
し
た
。
特
に
人
類
学
や
考
古
学
に
造
詣
が
深
く
、
町
内

に
あ
る
崖
ノ
上
遺
跡
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

発掘調査で確認された隅櫓の礎石発掘調査で確認された隅櫓の礎石
（落城時の火災に伴う石の割れがみられる）（落城時の火災に伴う石の割れがみられる）
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の
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渡部　達也 さん
（関　口）

昭和12年10月10日生

佐川　イワ さん
（北山本）

昭和12年10月13日生

両親の名 出生児 住　所
安住　文貴・　桂　 太　志（たいし） 流
塩田　拓人・綾　香 悠　乃（ゆ　の） 堤
STEWNER DEVIN ROYAL JAMES
（スチューナー デヴィン　　　　　
　　　ロイヤル ジェームズ）・桃子

海　空（み　ら）古　町

深谷　真理・麻希子 茉　白（ましろ）仁公儀
木　貴博・愛　佳 琉　生（る　い）中居野

おめでたおめでた（９月分の届け出）

人の動き　令和７年10月１日現在

人口　12,518人（－14人）　世帯数　5,086世帯（+３世帯）　男性 6,201人（－９人）　女性 6,317人（－５人）

亡くなった方 年齢 住　所 亡くなった方 年齢 住　所
野中　悦男 71 寺　山 薄井　悦子 93 舘ケ丘
中村　テル 98 関　口 大杉富美子 91 日向前
緑川ノブ子 75 山　際 根本冨士雄 78 関　口
伊藤よし子 70 宮　下 乾　　ツヤ 91 関　口
𠮷田　良之 69 仁公儀 高橋　利信 85 逆　川
宍戸　良平 82 北　町 島田　本宜 82 舘ケ丘
乾　　英幸 90 下山本 大山　タカ 99 関　口
三瓶　一沢 82 舘ケ丘

おくやみ（９月分の届け出）

　編集後記
　朝晩の冷え込みが一気に厳しくなってきました。今回はそんな寒さを吹き飛ばすほどの熱気に包まれた秋祭りをは
じめ、様々な棚倉の「秋」を取材してきました。
　また、10月25日㈯には「上がる城 城熱 棚倉城フェスタ」および「棚倉城御入城大名行列」が開催されました。皆
さまのご協力のおかげで無事大成功を収めることができました。イベントの様子は12月号にてご紹介します。�（大竹）

戸田　キクイ さん
（寺　山）

昭和12年10月20日生

近藤　カツ子 さん
（仁公儀）

昭和12年10月10日生

生方　ツヤ さん
（舘ケ丘）

昭和12年10月21日生
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８月の健診でむし歯がなかった皆さんです。10月号、11月号、12月号の３回で紹介します。

さくま　ひかり ちゃん
毎日歯みがきがんばっ
てます!!

ねもと　あきと くん
毎日ハミガキがんばっ
てます！

たかだ　はると くん
お姉ちゃんと毎日歯み
がきしています！

にごう　ふたば くん
毎日歯みがきをする。

こんどう　のあ ちゃん
毎日の歯みがきがん
ばっています。

わたなべ　れい くん
まいにち、はみがきが
んばってます☆

●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

こ
の
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、
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生
紙
を
使
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し
て
い
ま
す
。

❖日　　時　12月6日㈯　午前８時30分集合
　　　　　　午前９時作業開始～11時作業終了（予定）
　　　　　　※荒天時は12月７日㈰に延期
❖集合場所　城跡多目的広場
❖実施場所　棚倉城跡　上濠・下濠全域
❖申込締切　11月21日㈮
❖そ の 他　�詳細はホームページをご確認いただくか、

下記までお問い合わせください。

お問い合わせ・お申し込み
　整備課　都市計画係　☎33－2114 ホームページ

参加者には、
作業終了後に
軽食を提供
するよ！

写真：芳賀元昌写真：芳賀元昌


